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これからの学術情報システム構築検討委員会 

 

これからの学術情報システムの在り方について 

  

 「大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推進会議」の下に設置された本委員会

では，標記に係る状況を以下のように捉え，特に NACSIS-CAT/ILLの軽量化・合理化を最重

要課題として，国公私立大学図書館等が国立情報学研究所と連携して解決していくための

方策を検討している。 

 

1. 取り巻く環境の変化 

 学術審議会答申「今後における学術情報システムの在り方について」（1980 年）を

受け，1985年に総合目録データベースの形成と図書館間相互利用を目的とする「目録

所在情報サービス」の運用が開始されて以来，今日までに学術情報を取り巻く環境に

は様々な変化が起きている。特に，電子ジャーナルをはじめとした電子情報資源の普

及によって，資料の流通・管理のあり方が大きく変貌したこと，また研究者，学生の

情報利用や研究・教育のプロセスがますます電子的手段を前提とするものになってい

ることへの対応が急務となっている。 

NACSIS-CAT/ILLを中核とした従来のシステムの軽量化・合理化を図りつつ，そうし

た変化への対応を行えるシステムの整備を目指す必要がある。 

 

2.  進むべき方向性 

これからの学術情報システムに求められるのは，ユーザーが必要とする学術情報を

直接的かつ迅速に入手することができる環境であり，これらを実現するために，以下

の 3点を推進する必要がある。 

(1) 統合的発見環境の提供 

電子情報資源・印刷体を区別することなく統合的に発見し，さらに，最終的に必

要とする学術情報にアクセスできる環境を構築する。 

(2) メタデータの標準化 

 標準化されたメタデータを利用することで，以下を推進する。 

① 学術情報の発見可能性の強化 

② 他機関（出版者，NDL，OCLC 等）との連携による，メタデータの標準化と相互

利用 

(3) 学術情報資源の確保 

従来の印刷体に加えて幅広く電子情報資源を確保するとともに，過去の資料の電

子化を推進し，活用を図る。 

 

3.  本委員会の当面の課題 

 上記の学術情報資源の変化に鑑み，進むべき方向性を見据えて，以下の 2点を当面

の課題とする。 

 (1) 電子情報資源のデータの管理・共有 

 (2) NACSIS-CAT/ILL の再構築（軽量化・合理化） 

  



4.  大学図書館等と国立情報学研究所の連携による取組み 

 検討を加速化するために，大学図書館等と国立情報学研究所との連携の下，以下の

ように取組みを進める。 

(1) 本委員会のもとに検討作業部会を設置する。 

(2) ライセンスされた電子リソースの確保を強化する「大学図書館コンソーシアム

連合」，大学の研究成果の発信システムを強化する「機関リポジトリ推進委員会」

とともに課題の解決に向けた具体的な取り組みに着手する。 

(3) 大学図書館の各協(議)会等での主体的な取組みと一層の連携を図る。 

 

※ 本委員会における検討状況は，以下でご確認いただけます。 

http://www.nii.ac.jp/content/korekara/about/document/ 

http://www.nii.ac.jp/content/korekara/about/document/

